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施設見学 
喜良市小学校（校長＝小田川修三）の 3 --6年生50人が7月15 

日、小田川土地改良区と北地方農林水産事務所が連携して実施
している「水の旅」で小田川土地改良区が管理している小田川
ダムや排水機場などの各施設の見学を行いました。 
見学先で改良区職員らの説明を受けた児童たちは、総合学習

の一環として田んぼの水の流れ方などを知り農業用施設の多面
的機能を学びました。 

EJ 水の 

 

旅」 で 農業用 

    

. 

I 交通安全旗を引き継ぎながら交通安全を訴える第21回リレ 
I ー式青空交通安全大会が役場前駐車場で行われました。 
I 大会には関係者や保育所児童ら約120人が参加。第 4保育 

r、 所の田村友樹くんと古川祐彩ちゃんが「道路で遊びません。 
道路に飛び出しません」と元気よく安全宣言をしました。 

然の神秘と澄ん 
7月18日、「だれにでもできるやさしい講座」（金木町ボ 

ランティア活動推進協議会主催）に約60人が参加し、十二 
本ヤスと母沢砂防公園を訪れ自然の神秘を感じ澄んだ空気 
を満喫しました。 
十二本ヤスをはじめて見た参加者の一人は「地元なのに I 

こういう物があるとは知らなかった。きてよかった」 と話’ 
していました。この後、参加者は砂防公園を散策しました。 

~ 緑の少年 
喜良市小学校の緑の少年団26人と嘉瀬小学校の緑の少年

団31人が 7月29日、浪岡町の県立自然ふれあいセンターで
行われた北五地方緑の少年団地区交流会に参加し、各地区
の緑の少年団との交流を深めました。 
交流会では各少年団員が入り混じった班を編成し、各班

ごとに楚珠山の自然観測会と木工教室での竹馬作りをお互
いに協力しながら行っていました。 
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W一で交通安全署露晃る 
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新任の外 
外国語指導助手として2年間の任期を終えたセイラ・ラッシ

ャーさんの後任として、エリザベス・バートレットさんが7月 
30日、鳴海町長を訪れ当町への赴任のあいさつを行いました。 
エリザベスさんはイギリスサリー州出身の24歳。当町の第一

印象と今後の抱負を聞いたところ「平和的で静かな田園風景が
印象的。子どもたちに英語を教えながら、子どもたちからも何
かを学びたい」と話していました。 
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窃曹lり総隠手ヤレンジ 和紙 

 

子どもふれあい和紙ちぎり絵教室が8 月 3 日、中央公民館和室で 6 
組14人の親子が参加して行われました。 

講師の阿部テツさん（五所川原市）の説明を受け、親子で色紙に色と
りどりの和紙をちぎって貼り付け夏をテーマにした「イルカの親子」 
作品を完成させました。つくり終えた子どもたちは「思ったより面白
かった。もう一回やりたい」 と話していました。 

~ 

農業委員大会で 1胃観鯉審 決議 
8 月 5 日、北五地区の農業委員と関係者約160名が出席した第23回

北五地区農業委員大会が中央公民館で開催されました。 
大会では、地域農業確立のために「農業構造改革を推進する農業委

員会の体制強化」「水田を中心とした地域の特性を活かした農業経営」 
「輸入りんご果汁の抑制及びりんご農家の経営安定対策の強化」に関
する三つの要望（案）が提案され決議しました。 

この実現のために県農業会議会長に要望し、11月に開催される県農
業委員大会に決議案として提案していきます。 

' ｛羽塊愚屋乏郵ン『り濃麟誰上 
、 有限会社小山内電設（代表＝小山内実章）の小山内相談役と社員 2 

名が 8 月 6 日、金木自動車学校前の観光モニユメントの清掃奉仕を行
いました。 

~ 高所作業車を使っての作業で小山内相談役は「なかなか汚れが落ち 
i ずに苦労している。町観光の活性化になってくれれl剥 と話しながら

太宰治像の汚れを落としていました。 

 

 

   

: I 神明町の下深力さんが、当町出身でプロ飛行家第1号となった白戸 
・ I 栄之助氏が巡業飛行に使用した「白戸式旭号」の 1 /20の模型を制作 
’．一 I し 8 月 7 日、鳴海町長を訪ね寄贈しました。 

「
金
木
の
か
た
り
べ
」
よ
り
 

、
 

緯
弁
塁
籍
こ
⑦
 

洋
式
ト

イ
レ
 

村
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
、
温

泉
へ
慰
安
旅
行
に
で
か
け
た
。
 

金
九
郎
の
婆
サ
マ
も
、
ガ
サ

エ
ビ
の
ご
と
く
腰
を
曲
げ
な

が
ら
初
参
加
し
た
。
 

温
泉
に
着
き
、
ト
イ
レ
に

入
る
と
、
今
流
行
の
洋
式
で

あ
っ
た
。
常
日
頃
、
和
式
で

し
ゃ
が
ん
で
用
事
を
終
え
る

婆
サ
マ
に
は
初
め
て
の
洋
式

だ
っ
た
。
 

婆
サ
マ
は
し
ゃ
が
ん
で
や

る
も
の
と
思
い
、
「よ
い
し
ょ
」
 

と
便
座
に
立
ち
の
ぼ
り
、
 そ

こ
に
し
ゃ
が
ん
で
用
を
済
ま

せ
た
。
 

タ
方
、
婆
サ
マ
が
帰
宅
し

た
の
で
、
金
九
郎
は
 
「婆
サ

マ
、
湯
コ
ど
う
で
あ
っ
た
ば
」
 

と
聞
い
た
。
 「
湯
コ
だ
ば
広

く
て
あ
づ
ま
し
く
て
あ
っ
た

ど
も
、
便
所
が
育
く
て
上
が

る
に
も
大
変
で
あ
っ
た
。
フ

タ
に
つ
か
ま
っ
て
も
足
が
滑

っ
て
、
お
っ
か
な
く
て
あ
っ

た
。
年
寄
り
に
は
、
不
向
き

な
便
所
で
苦
労
し
た
」
 

（
森
 平
）
 

I 

プ回 ’ 	 ~ ~ー Vじノ‘図~、 1上AJと．ゴでうじニと)W三」 
J退り 複葉 帳製塞寄鵬 

  

● ， ， ・ S 雪 自衛隊五所川原募集事務所に勤務している下津さんは、前任地で飛 
’行機整備の仕事をしていた事から飛行機模型作りに取りつかれ200個 

‘「以上作っており「写真から伝わらないものが模型にある」 と話してい
ました。模型は津軽三味線会館で展示されます。 
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年
金
精
報
 

将
来
の
た
め
、
そ
し
て
万
が
 

ー
の
た
め
に
も
、
納
め
忘
れ
を

防
げ
る
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

班
起
《
は
声
れず
に
髭
山
レま
レ
ょラ
 

主
人立
を
受
けで
い
る
方
に
は
、
 

毎
年

一
回
誕
生
月
に
年
金
を
受

け
る
た
め
の
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
現
況

届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
は
が
き
形
式
の
用
紙
が
、
 

毎
年
誕
生
つ
き
の
初
旬
ま
で
に

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
所
、
 

氏
名
な
ど
の
必
要
事
項
を
記
入

し
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
障
害

年
金
を
受
け
て
い
る
方
で
障
害

の
程
度
を
確
か
め
る
必
要
が
あ

る
場
合
に
は
診
断
書
の
用
紙
も

送
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
診
断

書
を
医
師
に
記
入
し
て
も
ら
い

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
年
金
を
受
け
始
め
て

か
ら

一
年
以
内
の
誕
生
月
や
、
 

年
金
の
全
額
が
支
給
停
止
と
な

っ
て
い
る
時
に
は
現
況
届
の
提

出
は
必
要
な
い
の
で
、
用
紙
は

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

現
況
届
提
出
が
遅
れ
る
と
、
 

年
金
の
支
払
い
が

一
時
止
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
津
菩
で
だ
さ
い
。
も
し
、
 

誕
生
月
の
中
頃
に
な
っ
て
も
現

況
届
の
用
紙
が
届
か
な
い
と
き

や
用
紙
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た

時
は
、
社
会
保
険
事
務
所
や
町

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で

お
間
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

ふるさと金木 
川倉出身で個人タクシーを営業し、本会の副会長を務めている

荒川隆さんのお便りを紹介します。 
Vol.13 

東京ふるさと金木会は私に津軽人であることの幸せを感じさせてくれる組織です。 
昭和34年の春、小さな夢と大きな不安を胸に秘め、ふるさと金木（川倉湯の川）を後にし上京しまし

た。特別な知識や技能を持たない私は努力して大型自動車運転免許を取得した事でハンドル人生が始ま
りました。 
東京都大田区の物流会社で約 8年間、大型トラックを運転し全国を駆け巡りました。昭和42年、品川

区の大手観光バス会社に就職しますが年齢が若いとの理由でタクシー部に配属されハイヤー、タクシー 
労働者の厳しい現実を知ることになったのです（当時は神風タクシー等と言われ社会問題化していた）。 
ハイタク労働者の賃金や労働条件の改善を求めて労働組合活動を13年間やりました。その間に東欧・北
欧・ソビエト連邦等、諸外国の交通労働者の実情調査と意見交換の視察旅行を 2回させていただきまし
た。昭和55年 6月一人一車制個人タクシー免許を取得し協同組合の専務・理事長職を14年間経験し、東
京都民の足として現在も個人タクシーを営んでおります。 

認1o01J錯覇I認慧＃?) 鷲驚誉繁丁 
ますが年齢とともに回数は減ってきました。 
平成 6年10月当ふるさと会が発足して以来の会員です

が、楽しみなのは津軽の近隣町村出身者の会や県人会等
との交流が定期的に行われ、津軽の“カマリッコ”に触
れる機会が多いことです。またここ 3年程は 5月の桜ま
つり開催時には、芦野公園内に金木町当局のご好意でテ
ントを張って 「ふるさと会」の宣伝をさせていただいて
おりますが、このイベントに参加するのが最大の楽しみ
となっております。（来年も必ず参加します） 
去る 6月29日に当会の第10回記念総会が成功裏に終了し、新しい歴史に向けて活動を展開しておりま 

す。今後ともふるさと金木との関係を密にし、ふるさと活性化の一助となれるよう会員一同努力してま 
いります。今後とも、当会に対するご理解とご鞭捷の程よろしくお願いします。 

【東京ふるさと金木会事務局】 〒170-0002 東京都豊島区巣鴨 1-3-22 アドニス天野 2F 
加藤税理士事務所内 	TEL 03-3942-8825・FAX 03-3942-9171 

  

	も 

厘
利
4
口
唾振
替
を
利
用
レ
ま
レ
ょラ
 

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な

い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減

額
さ
れ
た
り
、
支
給
さ
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ば
か
り
か
、
ケ

ガ
ゃ
病
気
で
万
が

ー
の
こ
と
が

起
こ
っ
た
時
に
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

ロ
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
指

定
さ
れ
た
預
金
口
座
か
ら
毎
月

自
動
的
に
保
険
料
が
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が

防
げ
、
便
利
で
す
。
忙
し
く
て

毎
月
金
融
機
関
の
窓
口
で
保
険

料
を
納
め
る
の
が
難
し
い
方
や

保
険
料
を
納
め
忘
れ
が
ち
の
方

は
、
便
利
な
ロ
座
振
替
の
活
用

を
お
考
え
に
な
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
出

稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
期
間
な
ど

は
納
付
書
が
手
元
に
な
い
為
、
 

納
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ロ
座
振
替
の
利
用
を

特
に
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
 

お
申
し
込
み
は
納
付
案
内
書

に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
国
民
年

金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
申
出

書
」
に
住
所
、
氏
名
な
ど
の
必

要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
へ
提
出
す
る

だ
け
で
す
。
 
「国
民
年
金
保
険

料
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」
は

金
融
機
関
に
も
備
え
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
申
出
書
が
お
手
元

に
な
い
時
は
、
金
融
機
関
・
郵

便
局
に
通
帳
、
印
鑑
、
納
付
書

を
持
参
し
て
も
結
構
で
す
。
 

(
 

ク
 

  

   

ミ
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s
A
Rs
と
は
？
 

s
A
R
sは
（
Se
v
e
r
e
A

cu
te
 

"
g
『
冨
o受
の
菅
今
oョ
o）
の
略
で
、
 

日
本
で
は
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
」
と
呼
ば
れ
、
中
国
広
東
省

に
端
を
発
し
、
香
港
、
北
京
な
ど

中
国
の
他
の
地
域
に
も
拡
大
し
、
 

ま
た
、
台
湾
、
カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
世
界
中

の
い
く
つ
か
の
国
で
も
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
、
新
し
く
発
見

さ
れ
た
感
染
症
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
に
世
界
で
八
千
四
百

三
十
七
名
の
疑
わ
し
い
患
者
と
八

百
十
三
名
の
死
亡
者
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
（七
月
十
一
日
現
在
 

W
H
o
 世
界
保
健
機
関
）
。
 

W
H
Oは
、
こ
の
原
因
不
明
の

感
染
症
に
関
し
て
、
世
界
各
国
に
 

「
緊急
渡
航
情
報
」
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
 

わ
が
国
で
は
現
在
ま
で
に
発
生

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

八
月
六
日
現
在
流
行
が
起
き
て

い
る
地
域

（
「最
近
の
地
域
内
伝

播
」
が
疑
わ
れ
る
地
域
）
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

ど
ん
な
病
気
？
 

こ
の
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
不
明
な
点
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
症
状
等
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。
 

・

症
 
状

…
「
三
十
八
度
以
上

の
発
執じ
と
「
咳
、
呼
吸
困
難

感
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
」
を
特

徴
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
頭

痛
、
悪
寒
戦
懐
、
食
欲
不
振
、
 

全
身
倦
怠
感
、
下
痢
、
意
識
混

濁
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
 

経
 
過

…
潜
伏
期
は
二
、
七

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

感
染
経
路
…
近
距
離
で
の
飛
沫

感
染
（
咳
、疾
な
ど
が
飛
ぶ
範

囲
半
径
ー
メ
ー
タ
ー
内
で
感
染

が
伝
播
す
る
）
の可
能
性
が
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

・

病
原
体
…

W
H
O
（
世
界
保
 

健
機
関
）
が
s
A
R
sの
原
因

と
な
る
病
原
体
を
解
明
す
る
た

め
に
、
九
カ
国
十
三
箇
所
の
研

究
施
設
か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
 

ク
を
組
織
し
、
そ
こ
で
国
際
的

な
共
同
研
究
が
行
わ
れ
た
結
果

発
見
さ
れ
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
科
に
分
類
さ
れ
る
新
し
い
型

の
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
W
H
Oは

二
〇
〇
三
年
四
月
十
六
日
に
こ

れ
が
s
A
R
sの
病
原
体
で
あ

る
と
決
定
し
、
「
s
A
R
s
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
と
命
名
し
ま

し
た
。
 

・

予
防

法
…
特
異
的
な
予
防
法

は
な
く
、
う
が
い
、
手
洗
い
の

励
行
、
マ
ス
ク
の
使
用
等
が
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

・

治
療
法
…

特
効
薬
は
な
く
、
 

症
状
に
応
じ
た
治
療
を
行
わ
れ

ま
す
。
 

s
A
Rs
は
ど
の
よ
に
し
て
感

染
し
ま
す
か
？
 

s
A
R
sウ
イ
ル
ス
は
、
s
A
 

R
s
に
か
か
っ
て
い
る
人
か
ら
周

囲
の
人
へ
感
染
す
る
と
考
え
ら

れ
、
動
物
を
介
し
て
感
染
す
る
こ

と
を
示
す
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
ま
で
の
疫
学
的
検
討
か
ら
、
 

最
も
感
染
の
危
険
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
s
A
R
s患

者
の
看
護
・
介
護
を
し
た
か
、
そ
 

れ
と
同
居
を
し
た
か
、
ま
た
は
そ

の
体
液
や
気
道
分
泌
物
に
直
接
触

れ
た
な
ど

「
s
A
R
s患
者
と
の

濃
厚
な

（
密
接
な）
接
触
が
あ
っ

た
こ
と
」
 
です
。
 

感
染
経
路
と
し
て
は
、
患
者
さ

ん
に
咳
や
肺
炎
な
ど
の
呼
吸
器
症

状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
気
道
分
泌

物
の
飛
沫
感
染
が
、
最
も
重
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
種
々
の
s
A
 

R
s
の
集
団
発
生
事
例
を
疫
学
的

に
検
討
す
る
と
、
そ
れ
以
外
の
感

染
経
路
も
あ
り
う
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
飛
沫
に
よ
る
感
染
が
主
た

る
経
路
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
 

手
指
や
物
を
介
し
た
接
触
感
染
、
 

糞
便
か
ら
の
糞
口
感
染
、
空
気
感

染
の
可
能
性
な
ど
も
、
完
全
に
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

飛
沫
感
染
と
空
気
感
染
と
は
 

ど
・
つ
連う
の
で
し
ょ
う
か
？
 

咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
を
し
た
と

き
に
は
、
鼻
ゃ
の
ど
か
ら
分
泌
物

が
飛
沫

（
しぶ
き
）
の
形
で
飛
散

し
ま
す
。
こ
れ
は
あ
る
程
度
の
大

き
さ
が
あ
る
の
で
、
ど
こ
ま
で
も

飛
ん
で
行
く
の
で
な
く
、
通
常
ー
 

メ
ー
タ
ー
程
度
で
落
下
し
ま
す
。
 

こ
れ
が
落
下
す
る
前
に
直
接
吸
い

込
ん
で
、
鼻
ゃ
の
ど
の
粘
膜
か
ら

感
染
す
る
の
が
飛
沫
感
染
で
す
。
 

飛
沫
は
結
膜
に
感
染
す
る
場
合
も
 

あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

流
行
性
耳
下
腺
炎

（
お
たふ
く
か

ぜ
）
な
ど
は
こ
の
タ
イ
プ
で
す
。
 

こ
れ
に
対
し
て
、
飛
沫
の
水
分

が
蒸
発
す
る
な
ど
し
て
、
非
常
に

小
さ
く
軽
い
ェ

ロ
ゾ
ー
ル
粒
子
 

（飛
沫
核
）
と
な
っ
た
場
合
に
は

空
中
に
長
時
間
漂
い
、
ま
た
空
気

の
流
れ
に
乗
っ
て
長
距
離
ま
で
到

達
し
ま
す
が
、
こ
れ
が
空
気
感
染

で
す
。
麻
疹

（
は
しか
）
、水
痘
 

（
水
ぽう
そ
う
）
、肺
結
核
な
ど
は

こ
の
タ
イ
プ
で
す
。
 

海
外
旅
行
か
ら
帰
国
さ
れ
た
方

そ
の
方
と
接
触
し
た
方
に
 

流
行
が
起
き
て
い
る
地
域
か
ら

帰
国
さ
れ
た
方
は
、
帰
国
後
十
日

間
は
で
き
る
だ
け
人
と
会
わ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
 

や
む
を
え
ず
外
出
す
る
際
に
は
マ

ス
ク
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

流
行
が
起
き
て
い
る
地
域
か
ら

帰
国
さ
れ
た
方
、
あ
る
い
は
、
そ

の
方
と
接
触
し
た
方
で
、
「三
十

八
度
以
上
の
急
な
発
執
巴
と
 
「呼

吸
困
難
感
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
」
 

を
有
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
五

所
川
原
保
健
所
（
保
健
予
防
課
〇

一
七
三
ー
三
四
ー
二
一
〇
八
）
に

電
話
で
症
状
を
説
明
し
、
保
健
所

の
指
示
に
し
た
が
っ
て
く
だ
さ

い
。
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5年昌 一
 

7 月末現在 前年同月比 

男 	5, 573人 △ 42人 

女 	6, 202人 △ 36人

計 11,775人 △ 78人 r 
世帯数 4, 087 	29 
、~ 
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